■ このテンプレートの使い方
本テンプレートは、施工計画書を効率的に作成するための「標準構成（最大公約数）」として作成しています。すべての項目を埋めることを前提としていません。
現場ごとに必要な項目を残し、不要な項目は削除してご使用ください。章ごと不要な場合は、章単位で削除して構いません。
施工計画書は「埋める書類」ではなく、「考えるための書類」です。型があることで、毎回ゼロから悩む時間を減らし、現場に必要な判断に集中できます。
各工種の具体的な施工方法は、第6章のとおり工種別施工計画書（別紙）に分けています。本書は工事全体の骨格をまとめるものと位置づけてください。
※ 発注者指定様式がある場合は、それを優先してください。
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第1章　工事概要
（本章では、本工事の基本情報および適用基準について記載する。）
1-1　工事名
※ 契約書記載の名称と一字一句一致させること。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1-2　工事場所
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1-3　工期
自　令和　　年　　月　　日　　～　　至　令和　　年　　月　　日
1-4　工事内容概要
例）本工事は、既存建物の老朽化に伴う躯体補修および外壁改修を目的とし、安全性および耐久性の向上を図るものである。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
1-5　適用図書・基準
※ 版・年度まで記載すること。基準は改定されるため、必ず本工事に適用される版を確認する。
・設計図書　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月版）
・特記仕様書　　　　　　　　　　　　　（　　　　年　　月版）
・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（　　　　年版）
・JASS（　　　　　　　　　　）　　　　（　　　　年版）
・その他関連法令（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第2章　工程計画
（本章では、本工事の工程編成方針および管理方法について記載する。）
2-1　工程編成方針
例）本工事は、近隣への影響を最小限とするため騒音作業を日中帯に集中させる。また、天候リスクを考慮し主要工程後に予備日を設定する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2-2　全体工程表
（別紙　全体工程表を添付）
2-3　重要管理項目
・主要工種　　　　・検査予定日　　　　・クリティカル工程
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2-4　予備工程の考え方
例）梅雨時期の降雨を想定し、主要工程終了後に予備日を確保する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第3章　安全管理計画
（本章では、本工事における安全確保のための方針および対策について記載する。）
3-1　現場特有の危険要因
例）・高所作業に伴う墜落リスク　・重機接触事故　・第三者通行者への飛散物
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3-2　安全教育計画
例）新規入場者教育を実施し、安全ルールを周知徹底する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
3-3　KY活動実施方針
例）作業開始前にKY活動を実施し、危険ポイントを共有する。記録は日報と併せて保管する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第4章　品質管理計画
（本章では、本工事における品質確保のための管理基準および検査方法について記載する。）
4-1　適用基準
例）本工事は、建築工事標準仕様書（JASS）および特記仕様書に基づき施工する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
4-2　管理値一覧
	項目
	管理値
	許容値
	試験方法
	記録方法

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※ 管理値は「適切に管理する」等の表現にせず、必ず数値で記載すること。
4-3　検査計画
例）材料受入時に外観および数量確認を行い、施工中は中間検査を実施する。完了時には最終検査を実施し、記録を保存する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第5章　施工体制
（本章では、本工事の組織体制および責任区分について記載する。）
5-1　組織図
例）本工事は現場代理人を中心とし、施工管理・安全管理・品質管理の各担当者を配置する。
（ここに組織図を挿入）
5-2　責任者一覧
	役　職
	氏　名
	資　格
	連絡先

	現場代理人
	
	
	

	監理技術者／主任技術者
	
	
	

	安全衛生責任者
	
	
	

	品質管理担当
	
	
	

	作業主任者
	
	
	

	
	
	
	


※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第6章　工種別施工計画
（本章では、各工種の施工方法の取り扱いについて記載する。）
6-1　工種別施工計画書の取り扱い
各工種の具体的な施工方法・使用材料・品質管理・検査計画は、工種別施工計画書（別紙）による。
本書は工事全体の骨格を定めるものとし、工種固有の事項は別紙で管理する。
6-2　対象工種・別紙一覧
本工事で工種別施工計画書を作成する工種を記載する。
	工種
	別紙名称
	作成日
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第7章　環境対策
（本章では、本工事における環境配慮および近隣対応について記載する。）
7-1　騒音・振動対策
例）法令基準を遵守し、必要に応じて防音対策を実施する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
7-2　廃材処理計画
例）発生した廃材は分別し、適正処理業者へ搬出する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
7-3　近隣対応
例）近隣への事前説明を実施し、苦情発生時は速やかに対応する。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
第8章　緊急時対応
（本章では、事故・災害発生時の対応手順について記載する。）
8-1　事故発生時の対応
例）事故発生時は直ちに作業を停止し、安全確保を最優先とする。その後、関係者へ連絡し必要に応じて救急要請を行う。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
8-2　災害時対応
例）地震・台風等の災害発生時は現場状況を確認し、安全確認後に復旧対応を行う。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
8-3　緊急連絡体制
※ 本表は記入のうえ印刷し、現場事務所に掲示すること。
	区分
	担当者・機関名
	連絡先

	現場代理人
	
	

	所長・本社
	
	

	発注者
	
	

	監理者
	
	

	救急・消防
	
	119

	警察
	
	110

	最寄り医療機関
	
	

	電力・ガス・水道
	
	


連絡の順序および報告事項（発生時刻・場所・被災者・被害状況・応急措置）を、あらかじめ定めて周知すること。
※ 本章のうち、本現場に該当しない項目は削除してください。
